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只 野 柳 (名大･医)
木研究は初Tm発生過程に於ける生拙細胞の形成,班
乱 交mi,極性等の捜梢を脈析する謁に計画した｡木年
次は予備的段階として生杜のリズムを考慮しながら採取
した雌雄の材料中,卵災卵について枚討した｡田定はグ
ルタルアルデヒド.アクロレイン.オスミュームモ乱 包
埋にはエポン.多糖類の反応には TSC-Osを用いた｡
柑屑の肩平炉胞細胞をもつ卵細胞は楕円形で核は球形.
偏在し仁は核のほぼ中央にみられるO仁から核膜の近郊
に騎粒の移動像があるがこの事はT)ポ核蛋白の移動を暗
示する｡核膜は膜構造が明瞭で屡 多々数の膜孔がみられ
る｡放て膜は不明瞭となり膜域に散細粒が配列し城内に
花屯子密度蚊柱の岱合体が点在し核物ffの,W胞ffへの移
動像がみられる.この状態は節 1成熟分滋の前段を示す
と考えられる｡また不完全な形成期の抜朕は披状で外股
は部分的に消えまた突起或は空胞がみられ糸杜札 苅昭
子密皮頼粒の接着もみられるO細胞矧こは多淡の糸粗
帆 ゴルヂ体.空胞.衣屈位の前駆体(ミエ1)ン梯小休)
がみられる｡糸粒体はql城的に出現し増加と共に拡が
る｡これと反対に上記の前馬匹体の袋田があり明らかな柘
性を示す｡これらのRLgに小胞体が多く糸粗描との述路も
注目される｡基礎膜は一様である｡刑包細胞は次節に立
方状となり史に多層となる.この期に狭い囲卵腔,故紙
毛.透明帯が現われる｡初め折胞細胞から卵に細胞小器
官の移動がみられ.故紙毛は卵表の内壁にゴルヂ休が笈
打した帯域の突出により形成され内部に･B打物質を含
む｡透明･71Lfは最初珠粒細胞の細胞質の一部分が卵衣に沈
犯して形成され.その並行と共に細胞だ全体と卵の微純
毛も加わる｡道明召引こは徽仏経が走るが.これはrlfの禿
軟性に寄興すると考えられる｡多粧籾反応は表層粒とそ
の前駆体.折胞細胞のライソゾームに故陽性である｡な
お巨大なミニt)ン梯小休をもつ卿の基超脱は部分的に消
失し血管が隣接している印がある｡これは早晩吸収され
るかもしれない｡
一･46-
